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１． 研究計画の概要 
 対照談話論の観点から、日本語的発想と表
現との関係について、次の４点について記述
分析し、考察する。 
（1）日本語における地域方言、社会方言、

機能方言とそれらの関係について整理
し、外国人日本語も含めて、位相のあり
方について考察する。  

（2）選択的単位である文、節、句と、それ
らを構成している素材的単位である語
や形態素との意味的関係、および談話に
おける意味産出のあり方を記述し、形態
と意味の両面から、日本語的発想につい
て、分析、考察する。 

（3）談話を構成している、語、句、節、文
がどのように組み合わされると日本語
らしい発想の談話展開になるかを、分析、
考察する。 

（4）中国人日本語話者と、韓国人日本語話
者、および日本語母語話者の談話展開の
傾向を分析し、日本語学習の上で間違い
やすい点をできるだけ整理して示す。 

 
２．研究の進捗状況 
 日本語的発想と表現との関係について対
照談話論的に明らかにすることを目的とし、
次の研究成果を得た。 
（1）地域方言、社会方言、機能方言によっ

て異なりを見せる具体的単位である談
話を適切に生成するためには、言語記号
的意味そのものについて知るとともに、
場面の有する意味を捉える必要がある
事を指摘し、これを「事態認識（＝事態

の見立て）」という概念で明確化した。 
（2）言語表現そのものとともに、事態認識

のありかたには、種々の方言差があるこ
とを明らかにした。 

（3）動態的言語観である結節観から談話を
考察し、談話推進において実現する同時
結節において、言語的諸単位がどう関係
するか、理論的に整理した。 

（4）『方言文法全国地図』の資料を用いて、
談話表現に、地理的分布が発見できるこ
とを実証的に示した。談話を構成してい
る、形態素、語、句、節、文の結節法か
ら談話の分析視点を設定し、その結果と
して、日本語内の発想と表現の方言差を
指摘しえた。 

（5）日韓中にエティックに共通する場面で
あっても、場面ごとのイーミックな価値
は異なっており、それに応じて談話展開
が異なることを明らかにした。たとえば
土産を渡す場面では、「土産」という物
そのものの社会文化的価値が日韓中で
異なり、場面の意味自体に相違が現れる
とともに、それに起因して、言語を用い
た談話展開にも差が現れることを具体
的に指摘した。文化的発想と談話表現と
の関係の考察において、新たな分析視点
と方法を開発した。 

（6）中国語、韓国語を母語とする日本語学
習者が日本語を習得する際に、間違いや
すい談話表現や談話行動が存在するの
はなぜかを、同時結節モデルから考察し
た。 

 



３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 当初の計画では、「１．研究計画の概要」
に記した（１）から（４）を、おおよそ年度
ごとに進行させる計画であったが、すでに、
（１）から（４）のすべての観点について研
究が進展し、「２．研究の進捗状況」に記し
たように、（１）から（６）の具体的成果を
得ている。そのため、これらの成果を活かし、
各課題を深化させつつ、知見の体系化へと向
かう可能性が開けてきている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 国際的議論の場を継続して形成しつつ、作
例談話資料の多角的、体系的収集を充実させ、
それを用いて理論の検証を継続して行う。ま
た、研究最終年度にあたり、日本語外言談話
行動に通底する抽象的秩序の発見と記述を
めざす。さらには、行ってきた研究の位置づ
けを再確認しつつ、新たに発見した課題を含
めて、今後の研究的方向性について整理をす
る。 
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